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震生湖誕生 100 周年記念誌

５ 関東地震（1923）による丹沢山地の土砂災害と震生湖

　　　　　　　　　　　　　　一般財団法人　砂防フロンティア整備推進機構
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地震による土砂災害の概要

　関東地方南部の山地や丘陵地、台地の縁辺部では、大正 12 年（1923）の関東

地震の激震や２週間後の豪雨により、崩壊や地すべり、土石流による土砂災害が

多発しました。図１は内務省社会局（1926）『大正震災誌』の巻末図で、関東地

震による林野被害区域山崩れ地帯概況図を示しています。丹沢山地の秦野盆地に

面した南斜面は山崩れ激甚地帯に区分され、山崩れが最も多く発生しました。丹

沢山地から箱根火山地域は山崩れ多大地帯、関東山地から多摩丘陵、三浦半島、

房総半島は山崩れ軽微地帯となっています。

　この図の上に、地震直撃（●●）と２週間後の豪雨（■■）による土砂災害地点

を追記しました。さらに、今ではあまり使われていませんが土砂災害を意味す

る「びゃく」（▲▲）という土砂災害地点も追記しました。柳田（1942）によれば、

図１関東地震による林野被害区域「山崩れ地帯」概況図と関東地震による土砂災害地点

井上（2013）に伊豆大島を追記，▲びゃくの地点を追記
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ビャクとは崖の斜面のこと

で、ビャクガクムとは山が崩

れること、ビャクガオスとは

山ずりして土砂が押し出すこ

とを意味します。神奈川県・

東京都にも多くのビャクの事

例があります（井上 2019）。

　表１は、関東地震による土

砂災害を示しています（井上

2013）。 関東地方全域で、 土

砂災害箇所は 170 箇所、土砂

災害による死者・行方不明者は 1064 人＋ 139 人にも達しました。神奈川県西部

で 37 箇所、650 人＋ 74 人、神奈川県東部で 66 箇所、295 人＋ 65 人となりました。

当時の横浜市内で 27 箇所、68 人＋ 60 人となっていますが、火災の犠牲者（2 万

4646 人）の中には、崖崩れで家が倒壊し、負傷して動けなくなり、死亡した人

も含まれている可能性があります。

神奈川県震災地荒廃林野復旧事業図と土砂災害地の分布

　図２は、神奈川県震災荒廃林野復旧事業図（神奈川県環境農政局緑政部森林再

生課蔵）で、丹沢山地の荒廃状況と昭和４年（1929）までに施工された荒廃林野

復旧事業の施行箇所（緑色箇所）が描かれています。日本で最初に作成された土

砂移動分布図で、崩壊地や地すべり地の分布状況が良く分かります。

　墨で塗られた部分は御料林で、明治23年（1890）に御料林に編入された時点では、

かなり良好な天然林でした。その後、伐採事業が行われ、関東地震の頃にはかな

り荒廃していました。関東地震による激震と２週間後の台風による集中豪雨（９

月 12 ～ 15 日），翌年の丹沢地震（M7.3，大正 13 年（1924）１月 15 日）の激震が

重なり、崩壊や土石流が多発して、より荒廃した状況となりました。

　黒丸数字は関東地震直撃による土砂災害、白抜き数字は震災から２週間後の豪

雨による土砂災害地点を示し、緑色の崩壊地は関東地震から６年経って山腹工や

植栽工などの治山工事が完了した地点を示しています。

　⑫は南秦野村の震生湖で、関東ローム層がスランプ状の地すべり性崩壊を起こ

し、天然ダムを形成しました。決壊せず現存しており、国の登録記念物に指定（2021

年 3 月 26 日）され、市民公園となっています。

　⑬は東秦野村蓑毛で、花水川・金目川上流域の大山・春岳沢・ヤビツ峠にか

表１関東地震による土砂災害（井上 2013）
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図２神奈川県震災荒廃林野復旧事業図

　　　 （神奈川県環境農政局緑政部森林再生課蔵）

　　　　　　　　　　　　　　　 （関東地震による土砂災害地点を追記；井上・伊藤 2006、井上 2013）
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けて無数の崩壊（面積 40ha 以上）が発生し、谷間に多量の土砂が堆積しました。

特に春岳沢の崩壊は激しく、土石が多くの地点で谷を埋め、金目川の流水を塞ぎ

ました。写真１に示したように、２週間後の豪雨で３回の土石流が発生しました。

３回目の土石流で家屋 15 戸が流出しました。幸い夕刻に蓑毛橋付近の家の女性

や子供は高台に避難していて、死者の報告はありませんでした（武村 2011）。

　名古木の玉伝寺には、いとこ地蔵があります（写真２）。東秦野村では震災前

には東雲・田原・開進の３小学校がありましたが、尋常高等東小学校（現在の秦

野市立東小学校）は統合のため解体工事中で、震災時には公会堂や玉伝寺の仮

校舎で授業が行われていました。玉伝寺では地震発生時に東側の山が高さ 50 ｍ、

幅 70 ｍにわたって崩れ、土石流となって流下したため、外で遊んでいた児童２

名が行方不明となりました。村人や消防団が出て捜索しましたが、遺体は見つけ

られませんでした。後に地蔵尊が建立されましたが、２名がいとこ同士であった

ため、いとこ地蔵と呼ばれています。地すべりで埋まった場所は現在広場となっ

ており、いとこ地蔵は地すべりを起こした山を背にして立っています。

　⑭は北秦野村菩提で、９月１日の関東地震時に葛葉川上流の菩提から羽根あた

りにかけての斜面で崩壊が多発し、谷間に多量の土砂が堆積しました。菩提会館

がある菩提字横手には、明治 22 年（1889）に北秦野村が成立して以来、役場が

ありましたが、関東地震で倒壊しました。２週間後の豪雨で９月 15 日 23 時に土

石流が発生し、菩提で 23 戸、羽根で２戸の家屋が流失し、菩提地区で 5.5ha、羽

根地区で 2ha の田畑が埋没・流失しました。

　菩提会館前の広場には大イチョウがあり、その前に昭和５年（1930）９月１日

建立の復旧記念碑があります。この碑文には「震泥山嶽亀裂崩落」や「荒廃地復

写真１北秦野村菩提，震災後の水害
（はたの歴史博物館提供）　

写真２玉伝寺のいとこ地蔵
　　　　（2013 年５月筆者撮影）
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旧」などの文字が刻まれています（武村 2011）

　秦野市史編纂室（1985）によれば、菩提地区の住民の話として、「関東地震で

は山の３分の２が赤はだかになりました。大平台は禿
はげ

山
やま

になり、萱場は半分位崩

れてしまった。」と当時の様子が記載されています。

　⑮は相模原市緑区（旧津久井

町）鳥屋・馬石で、串川右岸側

の斜面が地すべり性崩壊（50 万

㎥）を起こし、天然ダムを形成

しました。埋没人家５戸、水没

５戸、死者 16 名の被害となり

ました。上流 500 ｍまで水没し

ましたが、閉塞土砂を取り除い

たため、二次災害は免れました。

串川沿いの県道には、地震峠と

いうバス停（現在は運行されて

いない）があり、その上に、写

真３に示した「地震峠の慰霊碑」

があります。津久井町教育委員

会（1986）の関東大震災記録集によれば、佐藤森蔵氏（記録集当時 88 歳）は、「ふ

いをつかれたこともあり、当時十六歳であったが、最初の震動では動くことはで

きなかった。たとえ話として紙の上で豆が

ころがっているようであった。・・・山津

波（びゃく）が石や土のかたまりが、もく

もくと山を下ってきたように見えた。その

山津波に「さか」という家の娘が一人、40

～ 50 ｍ位流され、川にはまって浮いてい

た。」と述べています。　

　　　　

慰 霊 碑慰 霊 碑

図３　鳥屋・馬石　地震峠の地すべり地と湛水域
（井上 2017，2019）

写真３　地震峠の慰霊碑
（2014 年 9 月筆者撮影）



震生湖誕生 100 周年記念誌

− 20−

　❶は伊勢原市（旧大山町）大山で、丹沢山地の最も東に位置する大山（標高

1252 ｍ）は雨乞いの山として大変信仰の厚い山です。南東側にある伊勢原市大

山の集落は阿夫利神社の門前町として大変にぎわっています。住民の多くは狭い

谷間の門前町で暮らしています。山間部では地盤が比較的固く、地震の揺れによ

る被害はわずかであり、人的被害はほとんどありませんでした。ところが、関東

地震によって大山の山腹では無数の亀裂と多数の崩壊が発生し、多量の土砂が上

流部の渓床に堆積しました。このため、多少の降雨でも崩壊が拡大し、土石流が

発生しやすい状態となっていました。

　このため、２週間後の豪雨時に大規模な土石流（山津波・びゃく）が発生し、

下流の人家 140 戸を押し流しました。写真４は大山町開山町の土石流による被害

状況を示しています。幸いなことに、地元の警察官の適切な指示により、地域住

民は安全な場所に避難したため、死者１名のみで人的被害はほとんどありません

でした。しかし、土石流の通過した門前町は、阿夫利神社の社務所を含め、ほと

んど倒壊・流失しました。

　❺は西秦野村千村で、秦野盆地の南側に千村集落が存在します。関東地震時に

多くの崩壊が発生し、９月 14 日～ 15 日の降雨で土石流が発生しました。渓流の

写真４伊勢原市大山町開山町の土石流被害
（伊勢原市教育委員会蔵）
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下流側には人家がほとんどなく、被害はほとんどありませんでした。

　❻は東秦野村蓑毛で⑬，❼は北秦野村菩提で⑭で説明しました。

　❾は金目川水系水無沢の大倉地区で、９月 17 日夕方から大雨となり、

　「大ナルビャク来タリテ大倉集落大部分水中ニナル」と記されています。

　

　内務省では、大正 13 年（1924）から直轄震災復旧砂防事業を新設し、10 ヶ年

計画を策定し、酒匂川流域など 5 河川において、内務省直轄砂防事業を実施し

ました。この砂防事業は昭和 12 年（1937）まで 14 年間実施されました。大正 12

年度の全国の直轄砂防事業費が 25.1 万円だったのに対し、大正 13 年度のそれは

70.8 万円と３倍にも達しました。それだけ、関東大震災後の対策が重要視され

たことが分かります。

関東地震による震生湖周辺の土砂移動状況

　図４は、大磯丘陵の震生湖付近の 1/2.5 万の旧版地形図「秦野」図幅で、左図

は大正８年（1919）測図、右図は昭和４年（1929）修正測量図を示しています。

左図で赤く塗色している箇所 ( Ａ ) は、関東大震災時に焼失した秦野町の範囲を

示しています。大磯丘陵の谷壁斜面が大規模地すべり ( Ｂ ) を起こし、市木沢（下 

図４震生湖周辺の旧版地形図（1/2.5 万地形図「秦野」図幅）
左：大正８年（1919）測図　右：昭和４年（1929）修正（井上ほか 2015）
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流で藤沢川）を河道閉塞し、堰止湖が形成さ

れました。右図では震生池と記載されていま

すが、後に震生湖と呼ばれるようになり、秦

野市の自然公園となりました。近くの丸山

( Ｃ ) には、大震災埋没者供養塔（写真５）

が建立されています。関東地震が起こった

12 時頃、小学校（Ｄ，現秦野市立南小学校）

から自宅のある小原 ( Ｅ ) に帰る途中で、平

沢峰（丸山）付近の北斜面の山道が崩壊し、

2 人の少女が生き埋めとなったという惨事が

伝えられています。

　小原（Ｅ）に向かう峰坂は、斜面を切割っ

て作られた幅１ｍほどの山道でした。雨の時

には山道が流路になることもありました。谷

形の深いところは５～６ｍあり、崩れやすかったようです。旧道の一部は現在も

農作業道として使われていますが、崩壊痕跡は残っていません。村の消防団・青

年団の人達が数日間発掘作業にあたりましたが、少女たちの遺体や所持品は何一

つ見つかりませんでした。

現存する貴重な震生湖

　地震や豪雨、火山噴火によって谷壁で崩壊や地すべりが発生すると、河道閉塞

が起り、堰止湖（天然ダム）が形成されることがあります。図５は日本の天然ダ

ム一覧図（田畑ほか 2002、水山ほか 2011）で、発生誘因により、地震（●●）、降雨（■■）、

火山噴火（▲▲）で区別してあります。人為的に建設されたダムと異なり、不安定

な土砂によって堰止められているため、満水になってオーバーフローすると決壊

することが多く、決壊洪水が流下して、下流域に甚大な被害を与えることがあり

ます。堰止湖の寿命は短く、数時間から数年で決壊して消滅することが多く、現

存している事例は多くありません。平成 16 年 (2004) の新潟県中越地震、平成 23

年 (2011)の紀伊半島豪雨などを契機として、多くの堰止湖（天然ダム）が形成され、

様々な対策が実施されるようになりました。

　降雨による堰止湖は、人工開削を含め消滅することが多くなっています。火山

噴火による堰止湖は磐梯山噴火（1888）の檜原湖、焼岳噴火（1915）の大正池の

ように現存しているものがあります。

写真５大震災埋没者供養塔
（2023 年 6 月筆者撮影）
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図５日本の天然ダム一覧図
（田畑ほか 2002；水山ほか 2011）
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地震によって形成された堰止湖も消滅しているものが多く、現存しているのは、

善光寺地震（1847）による柳久保池、関東地震（1923）による震生湖、長野県西

部地震（1984）の堰止湖の 3 ヶ所が知られています。震生湖は国の登録記念物に

指定（令和３年３月 26 日登録）された貴重な自然遺産です。

　図６は、秦野盆地周辺の 1/5 万の旧版地形図「秦野」図幅（1922 年修正）で、寺田・

宮部（1932）によれば、この地域には篠窪、窪之庭、中之窪、池窪という地名が

あり、震生湖（●地点）と同様の崩れと河道閉塞が繰り返し発生していたことを

示唆しています。

　図７は秦野市の 1/2500 平面図「平沢２」で、これをもとに震生湖周辺の地形

情報を計測しました。震生湖への流入面積はかなり狭く、15.3 万㎡しかありま

せん。震生湖地すべり地は面積 3.9 万㎡、平均崩壊深を５ｍと仮定すると、全移

動土砂量は 19.6 万㎥と推定されます。現在の震生湖（湛水標高 152.7 ｍ）は、秦

野市史編纂室（1987）による「震生湖の水深図」をもとに計測すると、湛水面積

1.6 万㎡、水深９ｍ、湛水量 6.0 万㎥となります。湛水量は地すべり移動土塊量

図６秦野町付近の地形図（寺田・宮部 1932）　●は震生湖
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の 1/3 程度であるため、震生湖への雨水の流入量と地すべり土塊への浸透水のバ

ランスが取れ（地すべり末端の市木沢で湧出している）、現在まで決壊せず、湖

水は残っているものと判断されます。

　しかしながら、地すべり土塊は軟弱な関東ローム層からなるため、震生湖が満

水となり、オーバーフローすると、一気に決壊する可能性があります。３ｍ水位

が上昇し満水位が 12 ｍになると、湛水量は 11.8 万㎥となります。蒸発散量を無

視すると、490mm の連続雨量で満水となります。

　令和５年（2023）６月３日 12 時現在の神奈川県アメダス合計降水量の相模原

中央の 48 時間降水量で 273mm の降雨があり、震生湖の水位は 40cm 上昇しました（写

真６、７）。雨量強度は 20mm 程度であったので、今後の降水量と震生湖の水位変

化を注視する必要があります。

　満水になると、震生湖の湖水は地すべり土塊の上を流下しますので、決壊洪水

が中井町の市木沢から藤沢川・中村川を流下する可能性があります。地球が温暖

化していると言われるなか、このような豪雨が震生湖周辺に起こる可能性が考え

られます。

　このような状態にならないように、雨量観測と震生湖の水位観測を実施し、現

状の把握に努める必要があります。市木沢を下流から登って行くと、河道閉塞

図７震生湖周辺の平面図（秦野市 1/2500 平面図「平沢２」,井上ほか 2015）
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した地すべり地の末端の河床付近で湧

水していました。しかし、震生湖には

洪水時の洪水吐がなく、写真８に示し

たように、細い塩ビパイプが差し込ま

れ、排水機能としています。しかし、

洪水時の震生湖への流入量を考える

と、排水施設の流下断面が不足してい

ると思われます。

むすび

　令和５年（2023）６月 16 日に秦野市の職員の方達と現地調査しました。ゴル

フの練習場跡地には太陽光発電施設が建設されていました。敷地の中には調整池

が設置され、かなり太い塩ビ管で排水される施設がありました。しかし、震生湖

に集中豪雨があって満水になった場合の対応策にはなっていません。震生湖が国

の登録記念物に登録（令和３年（2021）３月 26 日）されたので、十分な対応策

を検討する必要があると思います。

引用・参考文献

井上公夫編著 2013『関東大震災と土砂災害』古今書院

井上公夫 2017「秦野周辺の土砂災害とその対応―富士山宝永噴火（1707）と関東

　大震災―」秦野市桜土手古墳展示館，ミュージアムさくら塾講演資料 .

井上公夫 2019『歴史歴大規模土砂災害地点を歩く』丸源書店

　コラム 39　関東大震災による丹沢山地の土砂災害―秦野駅から震生湖の土砂

　災害地点を歩く―

写真８震生湖からの排水パイプ
（平成 26 年（2014）８月筆者撮影）

写真６令和５年（2023）６月２日に震生湖の石段

で見ると 40cm 水位が上昇していた

写真７震生湖の湖畔植生のない所まで

水位は上昇した



− 27−

震生湖誕生 100 周年記念誌

　コラム 41　伊豆大島・元町の土砂災害史と「びゃく」

　コラム 42　東京都と山梨県の土砂災害を示す「びゃく」

　コラム 43　神奈川県・静岡県・千葉県の土砂災害を示す「びゃく」

井上公夫・相原延光・笠間友博 2015「関東大震災・現地見学会　秦野駅から震生　

　湖周辺を歩く」『地理』60 巻 2 号

井上公夫・伊藤和明 2006「第 3 章 1 節　土砂災害」『1923 関東地震報告書』第 1 編

　中央防災会議・災害教訓の継承に関する専門調査会

武村雅之 2011「神奈川県秦野市での関東大震災の跡－様々な被害の記憶」『歴史

　地震』26 号

田畑茂清・水山高久・井上公夫 2002『天然ダムと災害』古今書院　

津久井町教育委員会 1986『つくい町関東大震災体験記録集』　

千木良雅弘・笠間友博・鈴木毅彦・古木宏和 2017「1923 年関東地震による震生

　湖地すべりの地質構造とその意義」『京都大学防災研究所年報』60 号 B

寺田寅彦・宮部直巳 1932「秦野に於ける山崩れ」『地震研彙報』10 号

秦野市史編纂室 1987『秦野の自然Ⅲ震生湖の自然』秦野市自然調査報告３

藤井伸 2013『しまことば集―伊豆大島方言―』藤井晴子，伊豆大島文化伝承の会

水山高久監修・森俊勇・坂口哲夫・井上公夫編著 2011『日本の天然ダムと対応策』

　古今書院

柳田国男編 1977（初版 1942）『伊豆大島方言集』全国方言資料集成　国書刊行会




